
29



“人間の顔をしたスマートティ”

・都市空間・地域空間のあり方（というハード面）が、「コミュニティ感覚」ないし
“つながり”の意識（というソフト面）に影響する。

Ex.・道路で分断された都市 ・職場と住居の遠隔化

・自動車中心社会と“買い物難民”、商店街空洞化

・「コミュニティ」を重視したまちづくり・地域づくりへ

→福祉・環境・経済（地域活性化）の相乗効果
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日本の地方都市の現状
人口20万人以下の都市はもちろん、30～40万人規模の都市ですら

空洞化（シャッター通り）

和歌山市（人口約37万人）
の中心市街地

今治市（人口約16万人）
の中心市街地
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